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・
医
療
シ
ス
テ
ム
崩
壊

侃
卜
祀
狐
「
回
復
が
急
務
」

　
ジ
ャ
ワ
島
中
部
地
震
の
被

災
者
救
援
に
派
遣
さ
れ
て
い

た
国
際
医
療
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
（
本
部
・
岡
山
市

楢
津
）
の
医
師
ら
が
帰
国
し
、

十
四
日
、
同
市
内
で
記
者
会

見
し
た
。

　
活
動
地
の
プ
ラ
ン
バ
ナ
ン

地
区
は
ジ
ョ
ク
ジ
ャ
カ
ル

夕
市
か
ら
北
東
約
五
十
五

キ
・
。
周
辺
の
村
は
大
半
の

家
屋
が
全
半
壊
し
、
い
ま
だ

尹
ノ
ト
生
活
を
強
い
ら
れ

る
人
が
ほ
と
ん
ど
。
医
師
ら

は
、
急
患
優
先
で
退
官
の
診

療
が
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
を

指
摘
し
「
医
療
・
健
康
管
理

シ
ス
テ
ム
が
崩
壊
し
て
い

る
。
そ
の
回
復
が
急
務
」
と

語
っ
た
。

　
帰
国
し
た
の
は
、
埼
玉
県

越
谷
市
の
医
師
細
村
幹
夫

さ
ん
（
四
ご
）
、
北
海
道
室
蘭

市
の
看
護
師
、
峯
岸
亜
紀
子

さ
ん
（
二
七
）
ら
四
人
。
地
震
発

生
な
ら
四
目
後
の
五
月
三

十
一
日
に
現
地
入
り
し
、

約
二
週
間
、
巡
回
診
療
や
予

防
接
種
な
ど
の
活
動
に
当
た

っ
た
。

　
当
初
は
、
ぼ
う
ぜ
ん
自
失

の
状
態
だ
っ
た
被
災
者
も
少

し
ず
つ
落
ち
看
き
を
取
り
戻

し
て
き
た
。
し
か
し
、
地
震

と
の
関
連
が
強
い
と
み
ら
れ

る
子
ど
も
の
食
欲
不
振
や
、

頭
痛
、
体
の
だ
る
さ
な
ど
を

訴
え
る
人
は
増
加
し
て
い
る

と
い
う
。
細
村
さ
ん
ら
は
「
緊

急
救
援
の
ヤ
マ
場
は
超
え
た

が
、
依
然
、
重
傷
で
な
い
た

め
謁
院
で
み
て
も
ら
え
な
い

な
ど
、
取
り
残
さ
れ
た
患
者

診
療
活
動
す
る
細
村
医
師
と
峯
岸
看
護
師
（
左
奥
）
目
９
日
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
チ

ュ
チ
ュ
ア
ン
村
で
斎
藤
章
一
朗
撮
影

一一－
･W･゛

が
い
る
」
と
交
接
継
続
の
必

要
性
を
訴
え
た
。

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
今
回
、
日
本

人
ハ
人
を
合
む
計
四
十
丁
Λ

を
派
遣
。
六
月
下
旬
ま
で
巡

回
診
療
を
継
続
し
、
そ
の
後

は
精
神
的
な
後
遺
症
を
支
援

す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
、
現

坤
〒
ズ
に
合
わ
せ
た
活
動

を
検
討
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
（
斎
薗
毘
朗
）
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